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●事前確認
   1.各部の名称と基本寸法図
   2.レベルアジャスターについて

①作業用軍手
②水準器
③プラスドライバー

④電動ドライバー＋φ10木工用ドリル※

⑤M8ナット用（#13）スパナ※

※レールモジュールを取付ける場合
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●レールモジュール編
   1.梱包明細
   2.レールモジュールの組立て
   3.デッキモジュールへの取付け
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●デッキモジュール編
   1.梱包明細
   2.施工前の準備
   3.標準納まりの施工
   4.幕板の取付け
   5.入隅納まりの施工
   6.段差納まりの施工
   7.レベルアジャスターの固定
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●フレームモジュール編
   1.梱包明細
   2.フレームモジュールの組立て
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●ベンチモジュール編
   1.梱包明細
   2.ベンチモジュールの組立て
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このたびは、当社製品をお買いあげいただきましてまことにありがとうございます。
製品を安全に正しく施工していただき、各種表示記号の内容を良く理解したうえで、本書の
内容および指示にしたがってください。

取付説明書

モジュールガーデン 外構業者用

■INDEX

■必要工具の準備
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事前確認

注意
●設置場所の下地を確認して、地盤が軟弱な場合や傾
斜がきつい場合には、コンクリート平板やブロックを
敷設して水平を出す、または整地工事を行ってから
施工してください。

●デッキモジュールやフレームモジュール、ベンチモ
ジュールのデッキ材を切り詰めした後は、必ずオプ
ションの端部キャップを取付けてください。

●表面についたすりキズは、市販の研磨紙60～80番
を用いて除去してください。

●オプションのDC12V照明を取り付ける場合は、別紙
EXM235「モジュールガーデンDC12V照明用取
付説明書」を参照してください。

●設置場所に対して正しく納まるか事前に十分確認を
してください。

●給湯器や暖房機などの熱排気が、製品に直接当たら
ないように施工してください。熱による部材の変形・
劣化のおそれがあります。

●保管時・施工時の人工木の反り・曲がり・伸び等の防
止のため、立てかけて保管しないでください。

●梱包された製品の上に重量物を長時間重ね置きし
ないでください。反り・曲がりの原因になります。

●屋上など風が強い場所に設置する場合は、接着剤を
使って地面に固定してください。

お願い

施工時の確認

施工手順の確認

設置場所の確認

●標準納まり ●入隅納まり ●段差納まり

標準納まり
/施工動画

入隅納まり
/施工動画

段差納まり
/施工動画

施工前に動画を見て設置手順を確認してください。

●180ｍｍ角以上の
コンクリート平板や
ブロックをご使用く
ださい。

●設置場所の地面が柔らかい場合、大きな段差や凹みがある場合、5％以上の傾斜がある場合には、レベルア
ジャスターの下にコンクリート平板やブロックを敷設して水平を出す、または整地工事を行ってから施工
してください。

100mｍ以上

大きな段差や凹みがある場合地面が柔らかい場合

コンクリート平板 コンクリート
ブロック

GL

レベルアジャスター

例：平板の敷設

＜コンクリート平板やブロックの敷設、整地工事が必要な場合＞

5％以上の傾斜がある場合

5％以上

事
前
確
認
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基本寸法

デッキモジュール

レベル
アジャスター

フレームモジュール

ボックスモジュール ベンチモジュール

レールモジュール
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各部の名称と基本寸法図
各部名称
1

幕板

ベンチモジュール ボックスモジュール※

レベルアジャスター
（＋延長材）レベルアジャスター

フレームモジュール

レールモジュール

デッキモジュール

※ボックスモジュールは完成品のため本取付説明書への記載はありません。

※図は高さ延長材無しの場合。

※レールモジュールは左右の組み換えが可能です。

図は右向きの場合。左向きは左右対称です。

各
部
の
名
称
と

基
本
寸
法
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納まり寸法
各部の名称と基本寸法図1
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レベルアジャスターについて

レベルアジャスターの配置確認

レベルアジャスターの調整範囲

● デッキモジュールのレイアウトとレベルアジャスターの配置を確認してくだい。
● デッキモジュールは市松模様の配置がお奨めです。順列の配置に比べて、デッキの目地ズレなどが目立ちにくくなります。

● デッキモジュールを配置した後、レベルアジャスターを調整することでデッキ面を水平にすることができます。
● P2「設置場所の確認」を参照して施工条件を確認してください。

●最大傾斜角5％まで対応します。
　それ以上の斜面には設置できま
せん。

2

ヘッドプレート

レベルアジャスター
本体上部

高さ延長材
（＋50mm）

高さ延長材
なし

高さ延長材
１個＋50mm

高さ延長材
２個＋100mm

レベルアジャスター
本体下部

5％

対応傾斜角

●レベルアジャスター単体で37mmの高さ調整が可能です。
●高さ延長材（＋50mm）は最大2個まで追加できます。
●高さ延長材は本体に1個ずつ付属されています。

高さ調整範囲

15
5～
19
2

20
5～
24
2

25
5～
29
2

▼標準納まり(1列)▼

▼段差納まり▼

▼標準納まり(2列)▼

高い

低い

高さ延長材
最大2個まで 幕板

幕板
GL

▼入隅納まり▼

入隅部には
レベルアジャスターを
2個配置します

単独の場合
単独の場合は、四隅のコーナー部に
レベルアジャスターを配置します。

デッキ2枚の隣接部に
レベルアジャスターを
1個配置します

デッキ4枚の中心部に
レベルアジャスターを
1個配置します

※高さの違うデッキモジュールの場合は、レベルアジャスターを
　別々に配置してください。

レ
ベ
ル
ア
ジ
ャ
ス
タ
ー

に
つ
い
て
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デッキモジュール編

デッキモジュール

デッキモジュール

名　称 略　図 員　数

1

幕板セット

幕板（直線用）

名　称 略　図
員　数

直線用 コーナー用

1

幕板（コーナー用） 1

幕板端部プレート 3

φ4×10 特サラタッピンねじ3種 7

1

ー

2

4

レベルアジャスターセット

本体＋ヘッドプレート

名　称 略　図
員　数

4

高さ延長材（＋50mm） 4

デッキ連結金具（オス） ー

デッキ連結金具（メス） ー

M4×14 （＋） ナベ小ねじ ＰＷ＋ＳＷ ー
φ4×8（＋）ナベタッピンねじ3種 8

2

2

2

2

2
8

1

1

2

2

2
8

ー

基準用 追加用 内角用 延長材

4

ー

ー

ー
ー

床板キャップ

床板キャップ

名　称 略　図 員　数

2

床板キャップ穴開け治具 ※ 1

φ4×16サラタッピンねじ1種 ※
※「床板キャップ穴開け治具」「φ4×16サラタッピンねじ1種」は
　使用しません。

8

梱包明細1

施工マニュアル

取付説明書(外構業者用)

名　称
外構業者用

員　数
DIY用
ー

デッキモジュール
サイズ：幅895×奥895×高155～192

●デッキモジュールは市松模様の配置がお奨めです。順
列の配置に比べて、デッキの目地ズレなどが目立ち難
くなります。
●デッキモジュールを切り詰めた場合は、屋外用のシリ
コーン系接着剤（推奨：セメダインスーパーＸ）で床板
キャップを取付けてください。

オプション

1
取付説明書(DIY用) 1ー
取扱説明書 ー1

ツメ

ヘッドプレート

レベルアジャスター本体

ツメ

ツメ位置にあわせてヘッドプレートを
取外してください。

●最初にレベルアジャスターのヘッドプレートを取外し
てから、デッキモジュールの組み立てに進んでくだ
さい。

デ
ッ
キ

モ
ジ
ュ
ー
ル
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組立て手順の確認

ヘッドプレート取付位置の確認

●基準用デッキ→ 追加用デッキ→ 内角用デッキの順番で設置していきます。
●基準用デッキを水勾配の水上側にしておくと、配置しながらレベルアジャスターの調整がしやすくなります。

●下図はデッキモジュールを裏返した場合のヘッドプレート取付位置を示します。
●基準用デッキ、追加用デッキ、内角用デッキ各々でヘッドプレートの取付位置が変わるため注意して取付けてください。

基準用デッキ

追加用デッキ

デッキモジュール レベルアジャスターセット（基準用）

内角用デッキ

標準納まりの施工
基準用デッキの組み立てと配置

3

施工前の準備2

※デッキモジュール6枚を左奥から配置する場合を示します。
    右奥から配置する場合は左右対称に作業してください。

※デッキモジュール6枚を左奥から配置する場合を示します。
    右奥から配置する場合は左右対称に作業してください。

基準用
デッキ

追加用
デッキ
①

追加用
デッキ
②

追加用
デッキ
③

内角用
デッキ
①

内角用
デッキ
②

1デッキモジュールとレベルアジャ
スターセット（基準用）を用意

デ
ッ
キ

モ
ジ
ュ
ー
ル
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●表向きにしたとき以下の図に
なるように、ヘッドプレートを
取付けてください。

2デッキモジュールを裏返して、ヘッ
ドプレートをデッキ根太の四隅に
ねじで取付け

A部

B部

C部

D部

D部

A部

C部

B部

基準用
デッキ

ヘッド
プレート

φ4×8(＋)ナベ
タッピンねじ3種

デッキ根太

A部 B部

D部 C部

3ヘッドプレートにレベルアジャス
ター本体を嵌める

レベルアジャスター
本体

ヘッドプレート

ツメ

底面の穴

●レベルアジャスター本体底面
の穴から本体のツメとヘッド
プレートの切り欠き位置を確
認して嵌めてください。

4A部が左奥側になるようにデッキ
モジュールを裏返す A部（左奥）

●レベルアジャスター本体の先
端へ側面から負荷がかからな
いようにゆっくり裏返してくだ
さい。

標準納まりの施工3

デ
ッ
キ

モ
ジ
ュ
ー
ル
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追加用
デッキ

追加用
デッキ

追加用
デッキ

F部

E部

標準納まりの施工3
5水準器をあてがい、レベルアジャ
スターの首を回しながら水平を出
す

A部（左奥）

上がる 下がる

首

1デッキモジュールとレベルアジャ
スターセット（追加用）を用意

本体

追加用デッキの組み立てと配置

デッキモジュール レベルアジャスターセット（追加用）

● E部、F部以外はP7「ヘッド
プレート取付位置の確認」を
参照して取付けください。
● 表向きにしたとき以下の図に
なるように、ヘッドプレートを
取付けてください。

2デッキモジュールを裏返して、ヘッ
ドプレートをデッキ根太の2箇所に
ねじで取付け ヘッド

プレート

デッキ根太

φ4×8(＋)ナベ
タッピンねじ3種

E部

F部
F部

E部

●デッキを配置した後、水平方
向に引きずらないでください。
レベルアジャスターの破損に
つながります。

デ
ッ
キ

モ
ジ
ュ
ー
ル
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ヘッドプレート

ツメ

底面の穴

標準納まりの施工3

追加用
デッキ

3ヘッドプレートにレベルアジャス
ター本体を嵌める

追加用
デッキ側

デッキ根太

デッキ連結金具(オス)

φ4×8（＋）ナベタッピンねじ3種

デッキ連結金具(オス)

5デッキ連結金具（オス）にM4×14
(+)ナベ小ねじ座金組込PW+SW
を組付け

6基準用デッキ根太にデッキ連結金
具（オス）をねじで取付け

基準用
デッキ

M4×14（＋）ナベ小ねじ
PW＋SW

デッキ連結金具(オス)

M4×14（＋）
ナベ小ねじPW＋SW

5～10mm
程度の隙間

●M4×14（＋）ナベ小ねじPW＋
SWは完全に締め込まずにワッ
シャー下の隙間を5～10mm
程度あけてください。

連結金具取付位置

4追加用デッキにデッキ連結金具（メ
ス）をねじで取付け

ヘッドプレート

φ4×8（＋）
ナベタッピンねじ3種

追加用
デッキ

デッキ連結金具(メス)

F部

E部

デッキ連結金具(メス)

下

上

デッキ
モジュール

連結金具取付位置

●レベルアジャスター本体底面
の穴から本体のツメとヘッド
プレートの切り欠き位置を確
認して嵌めてください。

●デッキ連結金具（メス）は上下
の方向を間違えないように注
意して取付けてください。

基準用
デッキ

A部 B部

D部 C部

B部

C部

デ
ッ
キ

モ
ジ
ュ
ー
ル
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標準納まりの施工3

8プラスドライバーでM4×14（＋）
ナベ小ねじPW＋SWを締め込ん
でデッキ同士を連結

9残りの追加用デッキも同様の手順
で配置し、プラスドライバーでデッ
キ同士を連結

デッキ連結金具(オス)

デッキ連結金具
（メス）

プラス
ドライバー

M4×14 （＋）
ナベ小ねじ
ＰＷ＋ＳＷ

追加用
デッキ

10水準器をあてがい、レベルアジャ
スターの首を回しながら水平を出
す

目地幅8mm

追加用
デッキ

追加用
デッキ

追加用
デッキ

基準用
デッキ

●連結金具（メス）の先端を連結
金具（オス）とねじの隙間にス
ライドしてください。

連結金具
の先端

連結金具（メス）連結金具（オス）

上がる 下がる

首

本体

7追加用デッキを起こして、基準用
デッキ側のレベルアジャスターに
根太部分を乗せる

追加用デッキ

レベルアジャスター

根太

基準用
デッキ

プラスドライバー
プラスドライバー

プラスドライバー

プラスドライバー

●デッキを配置した後、水平方
向に引きずらないでください。
レベルアジャスターの破損に
つながります。

デ
ッ
キ

モ
ジ
ュ
ー
ル
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標準納まりの施工3
内角用デッキの組み立てと配置

内角用
デッキ

内角用
デッキ

G部

G部

G部
ヘッド
プレート

φ4×8(＋)ナベタッピンねじ3種
デッキ根太

1デッキモジュールとレベルアジャ
スターセット（内角用）を用意

デッキモジュール レベルアジャスターセット（内角用）

●G部以外はP7「ヘッドプレート
取付位置の確認」を参照して
取付けください。
●表向きにしたとき以下の図に
なるように、ヘッドプレートを
取付けてください。

2デッキモジュールを裏返して、ヘッ
ドプレートをデッキ根太の1箇所に
ねじで取付け

G部

ヘッドプレート

ツメ

底面の穴

追加用
デッキ

3ヘッドプレートにレベルアジャス
ター本体を嵌める ヘッドプレート

デッキ
モジュール

●レベルアジャスター本体底面
の穴から本体のツメとヘッド
プレートの切り欠き位置を確
認して嵌めてください。

デ
ッ
キ

モ
ジ
ュ
ー
ル
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追加用
デッキ

追加用
デッキ

基準用
デッキ

連結金具取付位置

デッキ連結金具(オス)

5

標準納まりの施工3
4内角用デッキにデッキ連結金具（メ
ス）を取付け

7内角用デッキを起こして、追加用
デッキ側のレベルアジャスターに
根太部分を乗せる

追加用
デッキ

追加用
デッキ

追加用
デッキ

基準用
デッキ

内角用
デッキ

φ4×8（＋）
ナベタッピンねじ3種

デッキ連結金具(メス)

●レベルアジャスター本体へ
側面から負荷がかからない
ようにゆっくり裏返してくだ
さい。

根太

内角用デッキ
レベルアジャスター

G部

連結金具
取付位置

5デッキ連結金具（オス）にM4×14 
（＋）ナベ小ねじ座金組込ＰＷ＋ＳＷ
を組み付け
6追加用デッキ根太にデッキ連結金
具（オス）をねじで取付け

デッキ連結金具(メス)

下

上

●デッキ連結金具（メス）は上下
の方向を間違えないように注
意して取付けてください。

デッキ連結金具(オス)

M4×14（＋）ナベ小ねじ
PW＋SW

5～10mm
程度の隙間

●M4×14（＋）ナベ小ねじPW＋
SWは完全に締め込まずにワッ
シャー下の隙間を5～10mm
程度あけてください。

M4×14（＋）
ナベ小ねじPW＋SW

デッキ根太

φ4×8（＋）ナベタッピンねじ3種

デッキ連結金具(オス)

デ
ッ
キ

モ
ジ
ュ
ー
ル



－14－ EXM233_202509

1幕板（直線用）の両側に幕板端部
プレートをねじで取付け

2幕板（コーナー用）は片側にのみ
幕板端部プレートをねじで取付け

3幕板（直線用）を取付けた後に、幕
板（コーナー用）の取付け

●幕板（コーナー用）の出隅
側には幕板端部プレートを取
付けないでください。

●幕板はデッキ根太の下穴位
置に合わせてねじで取付け
てください。

直線
用（
L＝
87
7）

コー
ナー
用（
L＝
83
8）

φ4×10特サラタッピンねじ（D=6） 3種

幕板端部プレート

出隅側

出隅側

幕板
コーナー用

幕板
直線用

幕板
直線用

幕板の取付け4

φ4×10 特サラ
タッピンねじ（D=6） 3種

デッキ根太

幕板

幕板

50ｍｍ

標準納まりの施工3
8プラスドライバーでM4×14（＋）
ナベ小ねじPW＋SWを締め込ん
でデッキ同士を連結

追加用
デッキ

追加用
デッキ

追加用
デッキ

基準用
デッキ

内角用
デッキ

9残りの内角用デッキも同様の手
順で配置し、プラスドライバーで
デッキ同士を連結

10水準器をあてがい、レベルアジャ
スターの首を回しながら水平を
出す

デッキ連結金具(オス)

デッキ連結金具
（メス）

プラス
ドライバー

M4×14 （＋）
ナベ小ねじ
ＰＷ＋ＳＷ

上がる 下がる

首

本体

プラスドライバー

内角用
デッキ

●デッキを配置した後、水平方
向に引きずらないでください。
レベルアジャスターの破損に
つながります。

デ
ッ
キ

モ
ジ
ュ
ー
ル
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※入隅部にはレベルアジャスターが2個必要です。
左図のように干渉しないよう取付け位置を確認
してから施工してください。

入隅納まりの施工5

レベルアジャスター位置

基準用
デッキ

追加用
デッキ

追加用
デッキ

追加用
デッキ 入隅※

※標準納まりとレベルアジャスターの配置が異なりますので
注意して施工してください。

ヘッドプレート取付位置の確認
●下図はデッキモジュールを裏返した場合のヘッドプレート取付位置を示します。
●基準用デッキ、追加用デッキでヘッドプレートの取付位置が変わるため注意して取付けてください。

基準用
デッキ

追加用
デッキ
①

追加用
デッキ
②

追加用
デッキ
③

●施工手順を確認したい場合は、
施工動画をご確認ください。

入隅納まり
/施工動画

デ
ッ
キ

モ
ジ
ュ
ー
ル
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固定が必要な
レベルアジャスター

壁
壁

ペグ（市販品）
・長さ100mm以上
・Φ12mm以下

●レベルアジャスター本体の手前側の穴に
ペグを斜めから打ち込んでください。
※レベルアジャスター 1個につき1本のペグ
が必要です。

土や芝の場合

●レベルアジャスターの裏側に屋外用途で使用できる接着剤（市販品）を塗布し固定してください。
●接着剤を塗布した後はレベルアジャスターを引きずらないように注意して、ゆっくりと地面に置いてください。

コンクリートの場合

推奨接着剤：
コニシ社製／束職人（品番44546）

※接着剤の代わりにコンクリート面用の両面テープを
　使って固定することも可能です。
　推奨：3M社製／粗面用両面テープ（品番KPR-19R）

※接着剤塗布4箇所

レベルアジャスターの固定7

屋外用途でプラスチックと
コンクリートを固定できる
接着剤（市販品）

高さ延長材
最大2個まで 幕板

幕板
GL

※高さの違うデッキモジュールの場合は、レベルアジャスターを
　別々に配置してください。

レベルアジャスター位置

基準用
デッキ

追加用
デッキ

追加用
デッキ

基準用
デッキ

追加用
デッキ

追加用
デッキ

段差納まりの施工6

高い側

低い側

高さ延長材
なし

高さ延長材
１個＋50mm

高さ延長材
２個＋100mm

15
5～
19
2

20
5～
24
2

25
5～
29
2

※標準納まりとレベルアジャスターの配置が異なりますので
注意して施工してください。

デ
ッ
キ

モ
ジ
ュ
ー
ル
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フレーム/ベンチ用キャップ

フレーム/ベンチ用キャップ

名　称 略　図 員　数

4

オプション

フレームモジュール編

梱包明細1

フレームモジュール
サイズ：幅900×奥行450×高145

●フレームモジュールには高さ調整機能はありません。で
きるだけ平らな場所に設置してください。地面に凹凸が
ある場合は屋外用スペーサー（市販品）を使って調整し
てください。
●フレームモジュールを切り詰めた場合は、屋外用のシリ
コーン系接着剤（推奨：セメダインスーパーＸ）でフレー
ム用キャップを取付けてください。

●構成図

フレームモジュールセット

フレーム材A

名　称 略　図 員　数

2

フレーム材B 2

フレームモジュールセット
名　称 略　図 員　数

フレーム用コーナー金具 4

カールPCプラグ緑PC7-25 16

φ4×12（＋）薄平タッピンねじ 1種 16
施工マニュアル

取付説明書(外構業者用)

名　称
外構業者用

員　数
DIY用
ー1

取付説明書(DIY用) 1ー
取扱説明書 ー1

フ
レ
ー
ム

モ
ジ
ュ
ー
ル
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1フレーム材4枚の両端部にカール
PCプラグ緑PC7-25を取付け

●ハンマーなどを使って樹脂プ
ラグがデッキ材と平らになるま
で叩き込んでください。

●不織布（市販品）および土や肥
料は育てる植物にあわせて、
お施主様ご自身で入れてくだ
さい。

3フレーム材を枠状に配置してフ
レーム用コーナー金具とフレーム
材Bをねじで取付け

2フレーム材Aの両端部にフレーム
用コーナー金具をねじで取付け

●コーナーが直角になるように
調整しながらねじを固定してく
ださい。

4フレームの内側に不織布（市販品）
    を敷き、土や肥料をいれる

カールPCプラグ
緑PC7-25

フレーム材A

フレーム材A

フレーム材B

フレーム材B

フレーム材B

フレーム材A

フレーム材A

カールPCプラグ
緑PC7-25

フレームモジュールの内側へ不織布
（市販品）を敷いてください。

植える植物に合わせて、土や肥料を
フレーム内に入れてください。

フレーム用
コーナー金具

不織布 土や肥料

φ4×12（＋）薄平
タッピンねじ 1種

フレーム用
コーナー金具 φ4×12（＋）薄平

タッピンねじ 1種

フレームモジュールの組立て2

フ
レ
ー
ム

モ
ジ
ュ
ー
ル
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ベンチモジュール編

梱包明細1

ベンチモジュール
サイズ：幅900×奥行445×高290

●構成図

座面セット

ベンチ座面

名　称 略　図 員　数

3

ベンチ座面用補強材 1

脚ユニット

ベンチ脚ユニット

名　称 略　図 員　数

2

カールPCプラグ緑 PC7-25 14

φ4×40（＋）トラスタッピンねじ 1種 14

フレーム/ベンチ用キャップ

フレーム/ベンチ用キャップ

名　称 略　図 員　数

4

オプション

●ベンチモジュールには高さ調整機能はありません。で
きるだけ平らな場所に設置してください
●ベンチモジュールを切り詰めた場合は、屋外用のシリ
コーン系接着剤（推奨：セメダインスーパーＸ）でベンチ
用キャップを取付けてください。

施工マニュアル

取付説明書(外構業者用)

名　称
外構業者用

員　数
DIY用
ー1

取付説明書(DIY用) 1ー
取扱説明書 ー1

ベ
ン
チ

モ
ジ
ュ
ー
ル
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ベンチモジュールの組立て2
1ベンチ座面を3枚並べて、A部、B
部にカールPCプラグ緑PC7-25
を取付け

2ベンチ座面に脚ユニットをねじで
取付け

3中央のベンチ材にベンチ用補強
材をねじで取付け

●コンクリートの上などデッキ以
外で使用する場合はキズが付
かないよう下桟にゴム脚（市販
品）などを取付けてください。

ベンチ座面

ベンチ座面

ベンチ座面用補強材

ベンチ脚ユニット

カールPCプラグ緑
PC7-25

A部

A部

B部

B部B部

B部

B部

ゴム脚
（市販品）

目地幅5ｍｍ

目地幅5ｍｍ

φ4×40（＋）トラス
タッピンねじ 1種

φ4×40（＋）トラス
タッピンねじ 1種

A部

●ハンマーなどを使って樹脂プ
ラグがデッキ材と平らになるま
で叩き込んでください。

カールPCプラグ
緑PC7-25

下桟

カールPCプラグ緑
PC7-25

ベ
ン
チ

モ
ジ
ュ
ー
ル
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●構成図

レールモジュール編

レール材セット

端部柱

名　称 略　図 員　数

2

中間柱 1

レール材A 1

レール材B 1

レール材カバーA 1

レール材カバーB 1

レール部品セット
名　称 略　図 員　数

レール部品セット

継手ベース

名　称 略　図 員　数

2

連結継手（L字用） 1

中間柱取付金具 1

中間柱取付裏板 1

端部柱用ステー 2

中間柱用ステー 1

φ5×12（＋）トラス小ねじ 12
φ5×14 （＋）ナベタッピンねじ1種 4
φ5×12（＋）特サラタッピンねじ 1種 8
M5×10 （＋）サラ小ねじ 2
M8×60 （＋）ナベ小ねじ 3
M8 平座金 3
M8 セレイト付フランジナット 3

梱包明細1

レールモジュール
サイズ：幅1338×奥行702.5×高290

左向き 右向き

●レールモジュールに間接照明を取付ける場合は、別紙
EXM235「モジュールガーデンDC12V照明用取付説
明書」を参照してください。
●レールモジュールは左右に組み変えが可能です。デッ
キのレイアウトに合わせて向きを選んでください。

継手カバー 2

施工マニュアル

取付説明書(外構業者用)

名　称
外構業者用

員　数
DIY用
ー1

取付説明書(DIY用) 1ー
取扱説明書 ー1

レ
ー
ル

モ
ジ
ュ
ー
ル
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レールモジュールの組立て2

1継手ベースに端部柱とレール材A
またはBをねじで取付け

レール材の組み立て

3中間柱に中間柱取付金具をねじ
で取付け
4中間柱取付裏板をレール材Aへ
通して、中間柱取付金具をねじで
取付け

●端部柱と中間柱間の内々寸法
が510ｍｍになるように固定
してください。

2両端の継手ベースに継手カバーを
被せて、下側からねじで取付け

継手ベース

φ5×14（+）
ナベタッピンねじ1種

レール用端部柱 φ5×12（＋）
トラス小ねじ

レール材AまたはB

レール材A
レール材A

継手ベース

中間柱

レール材A

レール材B

中間柱取付
金具

中間柱取付
裏板

φ5×12（＋）特サラ
タッピンねじ 1種

M5×10サラ小ねじ

φ5×12（＋）
トラス小ねじ

継手カバー

継手ベース

510

※本図は左向きに組立てた場合を示します。
　右向きの場合は左右対称に作業をしてください。

●レールモジュールの短辺が必ずデッキの向きと並行になるよう設
置してください。

●壁際へレールモジュールを設置する場合、壁から100mm以上
あけてください。

短辺の向き

100mm以上あける

※スパナや六角レンチを
使って柱を固定するた
めに必要な寸法です。デッキ板の向き

左向きの場合 右向きの場合

短辺の向き
デッキ板の向き

端部柱中間柱

レ
ー
ル

モ
ジ
ュ
ー
ル
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デッキモジュールへの取り付け3

レールモジュールの組立て2

1柱取付用下穴φ10を3ヶ所に加工

2デッキモジュールの下穴に各柱下
側のねじを差込み、平座金とナット
で固定
3レールの下側から各レール材カ
バーを取付け

●デッキの下側から六角レンチ
でナットをしっかり締め込んで
ください。

●下穴φ10はデッキモジュー
ルを貫通して穴をあけてくだ
さい。

M8 セレイト付
フランジナット

M8 平座金

M8 セレイト付
フランジナット

柱

デッキ
M8 平座金

6端部柱用ステー、中間柱用ステー
にM8×60（＋）ナベ小ねじを締め
込んで、柱下側からねじで取付け

端部柱用ステー
中間柱用ステー

端部柱
中間柱

端部柱

中間柱

M8×60（＋）
ナベ小ねじ

端部柱用ステー

中間柱用ステー
φ5×12（＋）
特サラタッピンねじ 1種

135
0

60

60

180

535

5連結継手（L字用）にレール材Aと
レール材Bを通してねじで取付け

連結継手（L字用）

レール材B

φ5×12（＋）
トラス小ねじ

φ5×12（＋）
トラス小ねじ

レール材Aレール材Aレール材B

レール材カバーB
レール材カバーA

デッキ

60 貫通φ10

手で握って
はめ込む

片側を
引っ掛ける

レール材

レール材カバー

柱取付用下穴φ10

レ
ー
ル

モ
ジ
ュ
ー
ル
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